
力 調査結果

(ア )水底の底質の状況

a 文献調査結果

事業実施区域及びその周辺における水底の底質の状況は、「第 3章 3-1 5

水底の底質の状況」 (p.344,45)に 示 した とお りである。

「君津市及び市原市における底質調査結果」

千葉県及び市原市が実施 している事業実施 区域周辺の河川等の底質のダイ

オキシン類の沢1定結果は、底質に係 る環境基準を達成 している。

「H21環境影響評価書 J

「H21環境影響評価書」によると、平成 18年 8月 及び平成 19年 1月 に御腹

川の水質調査地点で実施 した底質調査結果は、溶出量については、参考に示 し

た水質に係 る環境基準を下回る濃度を示 しているが、事業実施 区域直下流の調

査地点 1で硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほ う素が他の地点より高い

値 を示 している。なお、銅、亜鉛等は各地点 とも同様な値 を示 している。

また、含有量については、ダイオキシン類は環境基準を下回つてお り、総水

銀、PCBに ついても、底質の暫定除去基準を下回つている。有機物質では、調

査地点 1で CODが他の地点より高い値がみ られるが、他の項 目は各地点 ともほ

ぼ同様の値 を示 している。

b 現地調査結果

浸出水処理水の放流河川である御腹川における底質調査結果は、溶出量につい

ては表 8-3.3(1),(2)、 含有量については表 8-3.4(1),(2)に 示す とお りであ

る。なお、渇水期の調査結果は第 2水処理施設が稼働 した後の結果である。また、

調査結果の詳糸Hは 資料編 (p.資 41～ 4)イこ掲載 した。

O溶出量

溶出量の調査結果は、全地点で参考に示 した水質に係 る環境基準を下回る濃度

を示 している。

なお、調査地点Aで は、第 2水処理施設の稼働後にふつ素、ほ う素濃度が低下

している。

第 2水 処理施設の稼働前及び稼働後においては調査地点間の農度 に者 しいた

はみ られないことか ら、放流水の影響は小 さいと考えられる。

○含有量

含有量の調査結果は、企地点でダイオキシン類は乗境基準を下回つてお り、総

水銀、PCBに ついても、底質の暫定除去基準を下回つている。

第 2水 処理施設の稼働前及び稼働後 とも調査地点間の濃度 に著 しい差はみ ら

れないことから、放流水の影響は小 さい と考えられる。
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注 1)〈

表 8-3,3(1)底 質 (溶 出量)調査結果 :豊水期

量下限値未満
2)環境基準は、水質汚濁に係 る環境基準を参考に示 した。

表 8-3.3(2)底 質 (溶 出量)調査結果 :渇水期

調 査地 点

A 1 2 3 4 ①項  目 単位

放流 先 敷地境界 上 流 中 流 下 流 支 流

環境基準
2)

(参考 )

カ ドミウム m宮 /し 〈0.001 く0,001 〈0.001 (0.001 (0 001 (0,001 (001)
全 シア ン mg/L 不検 出 不検 出 不検出 不検 出 不検出 不検出 (不 検 出 )

鉛 ng/L 0.002 0.004 0.003 0,003 0 001 0.002 (0.01)

六価 クロム mg/L 〈0.01 〈0.01 く0.01 〈0.01 く0,01 (0.05)

砒 素 mg/L 0,007 0.006 0,006 0.003

〈0.01

0 002 0,003 (0,01)

総水銀 m宮 /L 〈0.0005 〈0.0005 〈0,0005 〈0.0005 〈0.0005 く0 0005 (0,0005)
アル キル 水銀 m胃/L 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 出 (不 検 出 )

PCB mg/L 不検 出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検 出 (不 検 出 )

セ レ ン mg/L 〈0 001 〈0.001 〈0 001 〈0,001 (0 001 (0,01)
び及

素
素
窒

窒
性

性
酸

酸
硝

硝
亜 mg/L

〈0 001

〈0 05 (0 05 く0,05 0.05 く0.05 (0.05

ふ つ素 mg/L 02 0,1 く0.1 く0,1 〈0.1 く0.1

(10)

(0.8)

ほ う素 mg/L 0.23 0 13 く0.02 〈0.02 〈0.02 (0 02 (1)

mg/L 〈0,1 〈0 1 く0,1 〈0 1 く0,1 〈0 1

亜 鉛

金同

mg/L 0.009 0.016 0.015 0.009 0 008 0,007 (0.03)

鉄 ng/L 0.4 3.0 6.4 2.2 18 1,6

マ ンガン mg/L く0.05 0 15 0.06 く0 05 0, 14 く0 05

ク ロム m宮 /し 〈0,005 く0,005 く0.005 く0,005 (0.005 〈0 005

有

害

物

質

等

ダイオキシン類 p冨―TEQ/L 0 049 0,016 0 014 0.025 0 012 0,0046 (1)

調査地 点

A 1 2 3 4 ⑪項  目 単位

放流先 敷地境界 上 流 中 流 下 流 支 流

環境基準
2)

(参考 )

カ ドミウム mg/L (0 001 〈0.001 く0.001 〈0,001 (0.001 (001)
全 シア ン mg/L 不検 出 不検出

(0,001

不検出 不検出 不検 出 不検 出 (不 検出 )

鉛 mg/L 0,002 く0 001 〈0 001 (0,001 〈0 001 く0.001 (0,01)

ハ 価 ク ロ ム mg/L 〈0.01 く0.01 〈0,01 〈0.01 〈0,01 〈0,01 (0.05)

砒 素 mg/L 0 007 0 003 0 002 0.003 0,001 0 002 (001)
総水銀 mg/L く0 0005 〈0 0005 (0.0005 く0 0005 〈0.0005 く0 0005 (0,0005)
アル キル 水 銀 mg/L 不検 出 不検 出 不検 出 不検出 不検出 不検出 (不 検出 )

PCB m卜【/L 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 (不 検出 )

セ レン m口/L 〈0.001 く0,001 〈0,001 (0.001 〈0 001 〈0.001 (0.01)
び及

素
素
窒

窒
性

性
酸

酸
硝

硝
亜 mg/L く0 05 〈0,05 〈0.05 〈0.05 〈0,05 〈0.05 (10)

ふ っ素 mg/L 〈0.1 〈0。 1 く0.1 〈0,1 〈0, 1 〈0.1 (0.8)

ほ う素 m富/L 0.03 〈0 02 〈0 02 〈0.02 〈0.02 〈0 02 (1)

金同 mg/L 〈0,1 く0.1 〈0.1 く0,1 (0.1 く0 1

亜 鉛 mg/L 0.024 0,006 0 007 (0.005 0.006 0.009 (0.03)

鉄 mg/L 6.4 17 2.7 1,3 1.9 2.2

マ ンガン mg/L く0.05 〈0.05 〈0.05 〈0.05 〈0.05 〈0.05

ク ロム m冒/L 〈0,005 く0.005 く0.005 (0 005 〈0.005 〈0.005

有

害

物

質

等

ダイオキシン類 pg― TEQ/L 0 095 0,0077 0.041 0,041 0.027 0,0021 (1)

注 1 量下限値未満
2)環境基準は、水質汚濁に係る環境基準を参考に示 した。
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表 8-3.4(1)底 質 (含有量)調 査結果 i豊水期

項  目 単位

調査地 点

基 準
2)

A 1 2 3 4 ①

放流先 敷地境界 上 流 中 流 下 流 支 流

カ ドミウム mg/k富 〈0.1 〈0,1 〈0.1 く0.1 〈0 1 〈0. 1

全 シア ン mg/kg 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0 5 〈05

鉛 mF:/k= 2.3 17 1.6 20 18 1.0

六価 ク ロム m宮 /kR く0.b く0.5 く0.5 く0.5 く0.5 く0.5

mg/k宮 15 0,9 1.2 1,1 0.8素
一

有
害

物
質

等

注 定量下限

イオキシン類に係 る基準値は、 「ダイオキシン類対策特別措置法に基づくダイオキシン類による大気の汚

、水質の汚濁 (水 底の底質の汚染を含む。)及 び土壌の汚染に係る環境基準」に基づく。総水銀及び PCBの 基

値は、 「底質の暫定除去基準について」 (昭 和 50年 10月  環水管 119号 )に基づく。

表 8-3.4(2)底 質 (含 有量)調 査結果 :渇水期

〈1定 量下限値未満

ダイオキシン類に係 る基準値は、 「ダイオキシン類対策特別措置法に基づ くダイオキシン類による大気の汚

染、水質の汚濁 (水 底の底質の汚染を含む。)及 び土壌の汚染に係 る環境基準Jに 基づく。総水銀及び PC8の 基

準値は、 「底質の暫定除去基準についてJ(昭和 50年 10月  環水管 119号 )に基づ く。

●
ダ

染

準

1

2

注 1

2

〈0.01 く0 01 く0.01m富 /kg 〈0 01 〈0,01 (0,01アル キル 水銀
〈0.01 〈0.01 く0 01 10PCB m冒 /k冒 (0.01 〈0.01 〈0 01

〈0 2 く0.2m富 /k冒 〈02 〈0.2 〈0,2セ レ ン

〈0 2 17 1 1

く0.2

2.0 3,7硝酸l生窒素及び
函 酸 隈 禁

40 40 30

〈0.2

30 30 30ふ っ素

mg/kg

mg/kg

50 4,8 44 44 4.0mg/kg

18 24 25 24 17mg/kg 28

68

lb ib 13 13

素ほ

亜

13,000

27

13,000 14,000 14,000 12,000鉄

mg/kg

mg/kg

80

16,000

490 190 190 340 160マンガン

6.4 66 9,1 9,6 61ク ロム

/

/

ｍ

　

ｍ

880

79

0.14 0。 14 0.24 0 14 0,11 150ダイ オ キ シン類 p冨~TEQ/目 0,17

0 03 (0.02 0 02 0 05 (0.02mg/g 0.02

1,9 1.6 15 1 1 1,0 1.2
硫

強熱減量

的酸素要求量

%
15 1.1 06 04 1.1mg/g 1.1

項  目 単位

調査地 点

基 準
か

A 1 2 3 4 ①

放流先 敷地境界 上 流 中流 下 流 支 流

有
堂

物

質
等

カ ドミウム

全 シア ン

m富 /k冒 〈0 1 〈0.1 く0 1 〈0. 1 〈0 1 く0.1

mR/k買 〈0.5

23

く0.5

〈05 〈05
2.0

く0.5 〈0 5 〈0.5

鉛 ng/kg 1.9 2 1

〈0.5

1,6 12

六価 クロム mg/kg (0.5 〈0,5 (0 5 く0.5

1.Z砒 素

総 水銀

mg/kg 1,8 1.2 14 16 18

mg/kg 〈0 01 〈0 01 く0 01 〈0.01 〈0 01 〈0.01 25

アル キル 水銀 m日 /k日 (0 01 〈0.01 〈0.01 く0 01 〈0 01 〈0 01

PCB m宮 /k冒 く0.02 く0 02

く0.2

く0.02 〈0.02 〈0,02 〈0.02 10

セ レ ン mF〔 /k貿 〈02 〈0.2 〈0 2 〈0 2 〈0,2

霊鼈饒護歪条
び ng/kg (0.2 1 3 〈0.2 4.5 09 05

ンもヽ つ 系 ng/Kg ()υ

7.6ほ mg/kg 8,1 10 8,0 10 3.4

m質 /k宮 99 5.9 60 6.4 6.7 4.8

亜 鉛 m冒 /k貿 70 34 33 36 36 24

鉄 m買 /k貿 19,000 17,000 18,000 17,000 28,000 13,000

マンガン mg/kg 290 220 180 200 320 140

ク ロム mg/kg 12 8.6 9,1 9,4 14 70

ダイオキシン類 pg― TEQ/g 0. 14 0,098 0.24 0,27 0.16 0 12 150

硫 化物 mg/g 〈0,02 〈0.02 〈0.02 く0,02 〈0 02 〈0.02

強熱減 量 %
m自 /g

17 1.2 1 5 1,7 0.8 1.3

化 学的酸 素要求量 0.5 09 1.1 1 1 0.3 1.0
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(イ )社会環境

御腹川 には上水の取水 回はないが、御腹川が合流 した後の小櫃川 には君津広域

水道企業国の取水 口が 2ヵ 所ある。また、御腹川流域では御腹川の河川水を灌漑

用水 として利用 しているが、事業実施 区域に最も近い水田は事業実施区域か ら約

2 km下 流の君津市の福野集落北西側に分布 している。なお、御腹川下流の取水堰

は君津市末吉土地改良区が管理 しているが、上流側のものは個人が管理 している。

漁業権 は御腹川には設定されていないが、小櫃川には設定 されている。

御腹川 には釣 り、キャンプ場等の レク リエーション利用はみ られない。

御腹川 には下水道の終末処理場、工場 。事業場等は分布 していないが、御腹川

支流の 日出沢川水系には産業廃棄物最終処分場 (安 定型)が設置 されていた。

また、既設の廃棄物最終処分場の廃棄物の種類、埋立の時期等については、「第

2章 4。 (3)埋 立計画」 (p.214)に 示 したとお りである。

(ウ )法令による基準等

水底の底質 に係 る法令による基準等は、「第 3章 3-2 8.(3)工 .ダイオ

キシン類J(p.3121)に 示 したとお りである。

また、「底質の暫定除去基準」(昭 和 50年 10月 28日  環水管 119号 )に より、

水銀及び PCBに ついて暫定除去基準値が定められている。

(2)予  測

ア 予測事項

水底の底質に係 る予浪I事 項は、以下の とお りとした。

・浸出水処理水等の排水に伴 う公共用水域での水底の底質 (有害物質等、有機物

質)への影響

イ.予測の手法

予淑1は 、対象事業の特性、地域の特性 を踏まえ、水質の有害物質等の予測結果か

ら類推 した。

ウ.予測地域

予測地域は、現地調査の調査地域 と同様 とする。

工 予測地点

予測地点は、現地調査地点の うち、敷地境界である調査地点 とか ら下流側の調査

地点 4ま でを対象 とした。

オ .予測対象時期等

予測時期は、増設埋立地供用開始後の浸出水の濃度が高 くなる時期 とした。「廃棄

物最終処分場整備 の計画・設計・管理要領 2010改訂版 J(平成 22年 5月 (社 )全 国
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都市清掃会議)に 示 されている事例によれば、不燃性廃乗物主体の処分場では BOD、

CODの 場合、埋立開始から6年 目が最 も高くなつてお り、本事業でもそのような時

期を想定 している。

力.予測結果

浸出水処理水の排水に伴 う公共用水域における水底の底質の予測結果は表 8-3

5に 示サ
~と

お りである。

表 8-3.5 水底の底質の予測結果

予 測
地 点

水質の予測結果 水底の底質への影響

1

予 測 地 点 1の 水 質 の 予 測 結 果 は 表 8-
2.44(1)(p.8257)に示すとお りであり、

生活環庫見
‐
項 目等及び有害物質等はすべて整合

を図るべき基準を満足 している。

予測地点 1の水質の予測結果は、生活環境項 目等及

び有害物質等はすべて整合 を図るべ き基準を満足 し

ていること、 この地点は処理水の放流先 (調 査地点

A)か ら 0.6k皿 下流に当た り、流量 も 1.31倍 になっ

ているため事業実施区域か らの排水の影響は小 さく

なっていることか ら、水底の底質についても浸出水

処理水の排水に伴 う影響は小 さい と予測 され る。

2

予測地点 2の 水質の予測結果は表 8-2.44
(2)(p.8258)に 示す とお りであ り、生活

環境項 目等及び有害物質等 はすべて整合 を

図るべき基準を満足 している。

予測地点 2の 水質の予測結果は、生活環境項 目等

及び有害物質等はすべて整合 を図るべき基準 を満足

していること、この地点は処理水の放流先 (調 査地

点A)か ら 2 6km下流に当た り、流量 も 5.61倍 にな

つているため事業実施 区域か らの排水の影響 は非常

に小 さくなつていることか ら、水底の底質について

も浸出水処理水の排水 に伴 う影響は小 さい と予測 さ

れる。

3

予沢1地 点 3の 水質の予測結果は表 8-2.44
(3)(p8259)に 示す とお りであ り、生活

環境項 目等及び有害物質等はすべて整合 を

図るべき基準を満足 している。

予沢1地 点 3の 水質の予測結果は、生汚環境項 目等

及び有害物質等はすべて整合 を図るべき基準 を満足

していること、流量も 21,2倍 になっているため事業

実施 区域か らの排水の影響は小 さい ことか ら、水底

の底質についても浸出水処理水の排水に伴 う影響は

小 さい と予測 され る。

4

予測地点 4の 水質の予沢1結果は表 8-244
(4)(p8260)に 示す とお りであ り、生活

環境項 目等及び有害物質等はすべて整合 を

図るべき基準を満足 している。

予測地点 4の 水質の予測結果は、生活環境項 目等

及び有害物質等はすべて整合 を図るべき基準 を満足

していること、流量も 410倍 になつているため事業

実施区域か らの排水の影響は小 さい ことか ら、水底

の底質について も浸出水処理水の排水に伴 う影響は

′
lヽ さい と予測 され る。
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(3)環境保全措置

事業の実施に伴い講ず る環境保全措置は以下の とお りである。

・増設す る浸出水処理施設の処理能力は、既存の処理施設の稼働状況を基に余裕

を持った施設 とす る。

・貯留構造物背面、埋立地法面小段部、埋立地底面の排水機能を強化することに

よ り埋立層内に浸出水が滞留することを防止 し、埋立層内の準好気性環境を維

持する。

・浸出水処理施設を設置 し、「千葉県廃棄物処理施設の設置及び維持管理に関する

指導要綱」及び「君津市小櫃川流域に係 る水道水源の水質の保全に関す る条例」

に基づ く|,卜 水基準値以下に浸出水を処理す るとともに、「公共用水域における水

質の汚濁に係 る環境基準」を遵守するように排水濃度を設定する。

・農業用水の利用がある地点では、「千葉県が示す水稲の生育に対する水質汚濁の

目安」を守ることを基本 とし、水稲の生育等に対する影響が生 じないよ う、濯

漑期は放流量を調整す る。

・浸出水処理施設は、 日常の維持管理を適切 に行 う。

・浸出水、放流水の水質 を定期的な調査によ り監視する。

・埋立地外周に側溝 を設置 し、埋立地内に周辺の雨水が流入 しないようにする。
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(4)評 価

ア.評価の手法

(ア )環境の保全が適切に図 られているか どうかを検討する手法

環境保全措置の実施の方法、効果、当該措置の実施に伴い生ず るおそれのある

環境影響について検討 した結果、事業者により実行可能な範囲内で対象事業に係

る環境影響ができる限 り回避 され、又は低減 されているかどうかを検証すること

(イ )整合を図るべき基準と予測結果とを比較 し検討する手法

整合を図るべき基準は、溶出量については水質汚濁に係 る環境基準、含有量に

ついてはダイオキシン類に係 る環境基準、底質の暫定除去基準 とし、予沢1結果 と

比較 した。また、その他の項 目については、放流先の水域の底質 と比較す ること

により行つた (表 8-3.3(1),(2)、 表 8-3.4(1),(2)参 照 )。

イ 評価の結果

(ア )環境の保全が適切に図 られているか どうかの検討結果

事業の実施に当たつては、

・増設す る浸出水処理施設の処理能力は、既存の処理施設の稼働状況を基に余裕

を持った施設 とする

。貯留構造物背面、埋立地法面小段部、埋立地底面の排水機能を強化することに

より埋立層内に浸出水が滞留することを防止 し、埋立層内の準好気性環境を維

持す る

。浸出水処理施設を設置 し、「千葉県廃棄物処理施設の設置及び維持管理に関する

指導要綱J及 び「君津市小櫃川流域に係 る水道水源の水質の保全に関する条例」

に基づ く排水基準値以下に浸出水 を処理す るとともに、「公共用水域における

水質の汚濁に係 る環境基準Jを遵守す るように排水濃度を設定す る

。農業用水の利用がある地点では、「千葉県が示す水稲の生育に対す る水質汚濁の

目安Jを 守ることを基本 とし、水稲の生育等に対する影響が生 じないよう、濯

漑期は放流量を調整す る

。浸出水処理施設は 日常の維持管理を適切に行 う

。瀑出′k ttt流 水のフk暫 力市期的た調杏に主り幣視する

。埋立地外周に側溝を設置 し、埋立地内に周辺の雨水が流入 しないようにする

などの措置を講ずることから、対象事業に係 る環境影響が低減 されていると評価

する。

(イ )整合を図るべき基準と予測結果との比較の結果

浸出水処理水の排水に伴 う公共用水域における水底の底質の予測結果は、水質

の予沢1結 果が水質に係 る整合を図るべき基準を満足 してお り、水底の底質につい

ても浸出水処理水の排水に伴 う影響は小 さいと予沢1さ れ ることか ら、整合を図る

べき基準を満足すると評価する。
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8-4 水文環境

1.施工時及び供用時

(1)調  査

ア.調査すべき情報

(ア )地形、地質の状況

地下水の流れ、帯水層の状況等に影響 を及ぼす地形及び地質等を把握 した。

(イ )地下水の流動系の状況

地形及び地質等の調査結果等を基に地下水の水位 、流向、帯水層等を把握 した。

(ウ )社会環境

地下水の取水井戸の状況 (取水井戸の位置、規模、期間、用途等)について把

握 した。また、既存処分場の施設概要、地下水水質汚染防止対策等について把握

した。

(工 )自 然環境

降水量の状況を把握 した。

イ.調査の手法

(ア )地形、地質の把握

文献調査及び地形及び地質等の調査結果を参考 とした。

(イ )地下水の流動系の状況

文献調査及び地形及び地質等の調査結果を参考 とした。

ウ 調査地域

調査地域は、図 8-4.1(1)(p.8-4-2)に 示す久留里地区を含む地域及び図8-4.
1(2)(p.843)に 示す事業実施区域周辺の地下水利用地点を含む範囲とした。

工.調査地点等

地形及び地質等の調査地点 とした。

オ.調査期間等

地質状況を補足するため平成 26年 10月 28日 ～12月 26日 に地表地質踏査を行つ

た。
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力.調査結果

(ア )地形、地質の状況

a 地形概況

(a)文献調査結果

千葉県の地形 区分図を図 8-4.2に示す。事業実施区域のある上総丘陵は、

高度 20C mか ら330mで 、清澄山か ら鋸出までの 350m前後の尾根が東西にのび、

房総半島を南北に分ける分水界 となつている。

尾根の北側では養老川、小櫃川、小糸川、湊川の河川が北ない し北西に流れ、

東京湾にそそいでいる。流域にあたる上総丘陵には、上部鮮新統か ら中部更新

統の上総層群が分布 し、北東一南西の走向で北西に傾斜 しているため、河川は

地質構造に沿っている。
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(b)現地調査結果

事業実施区域は小櫃川の支流御腹川の最上流部に位置 し、周辺に大福 山 (標

高 296.3m)を 最高点 とする標高 200mか ら 300mの 山並みが連なる上総丘陵に

ある (写 真 8-4.1)。 小櫃川支流の水系が樹枝状に発達 し、著 しい浸食作用

のため、山並みの高 さに比較 して非常に急 rl女
かなV字谷を形成 している。 また、

斜面は多 くの ところで高 さ数 10m以 上の直立 した崖を形成 している (写真 8-
4.2)。

写真 8-4.1 調査地域周辺の地形 (大福 山より南を望む )

写真 8-4.2 御腹川上流部の両岸 に連続する切立った崖
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b 地質概況

(a)文献調査結果

i`千葉県の地質概況

千葉県の地質は、新生代新第二紀以降の地層が大部分を占めている。 これ ら

のほとんどが深海～浅海で形成 された地層である。

事業実施区域のある上総丘陵を含む房総半島には、新第二系基盤 の嶺岡層群

と保 田層群、その上位に中期中新統～前期鮮新統の三浦層群、後期鮮新統～更

新統の上総層群、中部更新統の下総層群が分布 している (図 8-4.3(p.84
-7))。

嶺岡層群は、房総半島南部で最 も古い地層で、主に嶺岡山系に分布 し、火山

岩類、変成岩類、蛇紋岩類、超塩基性岩類か らなる。一般走向は北西から南西

方向で、招曲を繰 り返 しなが らも大きく見て、北か ら南に向かつて上位の地層

が重なつている。

保 田層群は、嶺岡層群の分布域 を取 り囲む ように分布 し、CCD(カ ルサイ ト

補償深度)付近の水深で堆積 した堆積岩類か らなる。地質構造は、招曲や断層

によつて複雑な構造を示す。全体 として複背斜構造を形成 し、西ない し北西に

向かって上位の地層が重なつている。 これ らを切つて東西 。南北・北西南東方

向の多数の断層がある。

三浦層群は、保 田層群 と嶺岡層群の北側及び南側に分布 し、深海 で堆積 した

堆積岩か らなる。下位の保 田層群、上位の上総層群 とは不整合関係 にある。北

側の三浦層群の構造は、東西に伸びた招曲構造を除けば、大局的には北に傾斜

している。南側の二浦層群の構造は、招曲構造の繰 り返 しと東西性 の衝上断層

により、地層の逆転など走向と傾斜が一定 していない複雑な構造を示 している。
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ii.上 総丘陵の地質概況

事業実施区域のある君津市南部の上総丘陵は、上総層群の分布す る地域 とな

っている。上総丘陵の南側は、上位 より三浦層群、保 田層群及び嶺岡層群が分

布 している。

上総層群は、新生代第二紀鮮新世から第四紀更新世中期 に形成 された地層で、

ア,氏 いJ  ラロ 山 エ ァヾう 1、 いl↓Fl中 す Fヨ お、ド 士華
「

■ キ 坊   キ れ ,ア  て /+ 卜 h 昭 権 屁   隊 潜 屁
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笥 ノ又 ∪ 4`/イJヤノEノロ 生上′宙 /、′・ イク 引持 アウ芍 C拇 t′ 、 (」 ク  (ヒ 、  1 lJと く

^ 
ツ ー 1「〔

'」

′百 、 ′J力 1「口′百 、

浪花層、大原層、黄和 田層、大田代層、梅 ヶ瀬層、国本層、柿 ノ木台層、長南

層、万田野層、笠森層及び金剛地層の 13層 に区分 されてい る (図 8-4.5

(p.8-4-9))。

事業実施区域では梅 ヶ瀬層が分布 し、事業実施区域の北側には国本層が、南

側には大田代層が分布 している (図 8-4.4)。

梅 ヶ瀬層は、千葉県市原市朝生原西方の梅ヶ瀬を模式地 とす る地層で、主と

して砂岩優勢の砂岩・泥岩互層か らなるとされている。また、下位の大田代層

と、上位の国本層 とはそれぞれ整合関係である。層厚は約 520mか ら 530mと

推定 さオ1′ 、地質構造は、東北束一西南西の差向で北に 10か ら 20° 傾 く単斜構造

とされている。

国本層は、養老川沿いの千葉県市原市国本を模式地 とす る地層で、砂岩勝ち

の砂岩・泥岩互層 と塊状の砂質泥岩か らなる。層厚は約 320mで ある。
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図 8-4.4 上総丘陵地域の地質分布図
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iti 事業実施区域及びその周辺の地質状況

事業実施区域及びその周辺地域には、上総層群の大田代層、梅 ヶ瀬層及び国

本層が分布 し、さらに事業実施区域北側の久留里付近には、柿ノ木台層、長南

層及び万田野層が分布 している (図 8-4.6(p.84-13,14))。 それ らの地層の

走向は南西一北東方向であ り、傾斜は北西である。

梅 ゥ瀬層は岩相によ り上部層、中部置十ヽ 卜べて数屁ハ oハ たテ知ハ ゝЙ 寺十́

その上位の国本層 も岩相により、砂勝砂岩泥岩互層、塊状砂質泥岩層、砂勝砂

岩泥岩互層、塊状砂質泥岩層の 4つ に細分 され る (三梨ほか,1959;千葉県企

画部編 ,1989)。 以下、表 8-4.1にそれぞれの岩相の特徴について示 した。

表 8-4.1 梅 ヶ瀬層及び日本層の岩相区分表

出典 :三梨ほか,1959;千葉県企画部編 ,1989

事業実施区域周辺に分布す る南西一北東方向の走向を持 ち、北西傾斜 を示す

梅 ヶ瀬層及び国本層、柿 ノ木台層、長南層及び万田野層が構成す る地下地質構

造を解明 した。地下地質構造の解明にあたっては、事業実施区域 を起点 とした

北西方向及び北北西方向の断面位置を設定 した (図 8-4.6(p.8413,14))。

起点より北西方向に向か う想定地質断面図を AA'と し、北北西方向に向か う

想定地質断面図を BB'と した。

想定地質断面図の作成にあたつては、既存地質図 (「 工業技術院地質調査所

(1961)日 本油田・ガス田 4「 富津一大多喜」」)を基に林道沿いの露頭で地層

の確認、走向・傾斜の沢1定、火山灰層の性状確認を行 つた。 当社が実施 した地

表踏査で作成 した表層地質図 (次項に詳述する)と F、元存地質図との対比を行っ

た。

なお、想定地質断面図の作成にあたつては、現地調査に加 えて文献を根拠 と

した。根拠 とした文献の範囲は次頁のとお り学術論文の他、公的研究機関の公

開資料、自治体発行文献等である。

地層名 特  徴

日本層

砂勝砂岩泥岩互層
層厚 5～ 15mの 細粒砂岩層 と数 cm～ 15mの 砂質泥岩層 との互

層。本部層には KuO、 Ku2等 の火 山灰層 を挟む。

塊状砂質泥岩層 層厚 95mo Ku2を 挟む。

砂勝砂岩泥岩互層
層厚 115m。 普通 2～ 3mか ら数 mの細粒砂岩層 と数 10cm～ 3m
の砂質泥岩層 との互層。

塊状砂質泥岩層
層厚 57m。 普通 2～ 3cmか ら数 cmの細粒砂か らなる薄層 を挟

む。本部層では Ku5～ Ku6を 挟む。

梅 ヶ頑層

上部層

層厚 220m。 5mな い し 10数 mの細粒～中粒砂岩 と 20～ 数 10cm

の泥岩層 との砂勝ち砂岩泥岩互層。本部層には Ul～ U4ま での

火 山灰鍵層 を挟む。

中部層
層厚 100m。 厚い含礫砂岩 と 10～ 数 10cmの泥岩層 との泥勝 ち

砂岩泥岩互層。本部層には U6、 U8の 火 山灰層 を挟む。

下部層

層厚 220m。 層厚 1～ 5mの 細粒～中粒砂岩層 と 20～ 数 10cmの

泥岩層 との砂勝 ち砂岩泥岩互層。本部層には U9、 U10、 Ull、

Olの火 山灰層を挟む。
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三梨 ほか (1959)千葉県養老川・小櫃川 の上総層群の層序―養老川・小櫃川流域地質調査
報告―、地質調査月報 Vol.10、 p8398
工業技術院地質調査所 (1961)日 本油 田・ガス田 4「 富津一大多喜 J

関東地方編集委員会 (1986)日 本の地質 3関 東地層、共立出版 ,p352
高村弘毅 (1976)養 老川の基底流量 とその流域における地層の透水係数 についての若千
の検討、立正大学人文科学研究所年報 13、 3742
水理地質図 No,7千 葉西部 「千葉県西部水理地質図」 (1964)

地質調査所 (1995)東京湾 とその周辺地域 の地質 (第 2版 )

三梨昂 (1990)関 東堆積盆南部のシンセデ ィメンタ リー・テク トニ クス,地質学論集,No.34,
p.1-9

全国地下水 資料台帳 (2008年度版 )

徳橋秀―・遠藤秀典 (1984)5万 分の 1地質図幅 「姉崎地域の地質」
中嶋輝允・渡辺真人 (2005)5万 分の 1地質図幅 「富津地域の地質」
小松原琢 ・中澤努・兼子尚知 (2004)5万分の 1地質図幅 「木更津地域 の地質」
農業用地下水研究グループ 「日本の地下水」編集委員会 (1986)日 本の地下水,p1043
地下水要覧編集委員会 (1989)地 下水要覧 ,p.1082
地下水マ ップ,国 土交通省国土情報課

http.//nrb―

www.mlit.go.jp/kokjo/inspect/1andclassification/water/w_national_map_cw.html

水基本調査 ,国 土交通省国土情報課
http://nrb― www.mlit,gO.jp/kOkjo/inspect/1andclassification/water/basis/under
ground/F9/exp.html

平成の名水百選 ,環境省 http://www.env.go jp/water/mizu site/index.html

千葉県公害研 究所 (1983)千葉県公害研 究所研 究報告第 XV巻第 2号 ,p.99～ 108

千葉県企画部水政課・千葉県公害研究所 地盤沈下研究室 (1982)地 下水適正利用量調査報
告書―中部地区―,p.86
アーバ ンクボ タ 「No.27地下水」、1988年 発行 、株式会社 クボタ,p.60
千葉県史料研究財団編集 (1996)千 葉県 の 自然誌本編 1「 千葉県の 自然」,p.789
千葉県史料研 究財団編集 (1997)千 葉県の 自然誌本編 2「 千葉県の大地」,p.823
千葉県企画部 (1989)千葉県地質図一 千葉県地下水理地質図―

8.

9

10

11

12

13

14

15

16.

17.

18.

19.

20

21,

22.

作成 した想 定地質断面図を図 8-4,7(1),(2)(p.8-4-15,16～ p.8417,18)

に示す。

図 8-4.7(1)(p.8415,16)は 、事業実施区域か ら北西側 の久留里地区にか

けての想定地質断面図 (AA')で ある。対象 とする地層の傾斜は、表層地質調査

により得 られ る測定地点の走向/傾斜デー タより判断 した。事業実施区域周辺の傾

斜角は 12° であるが、 11～ 12° (11.5° )で作図した。事業実施 区域の北西 2km

以北は、傾斜 が比較的緩 くなる傾向を勘案 し、傾斜角を 7.5° として作成 した。

久留里地区の傾斜角は平均 8° となるが、国土交通省が管理 してい る水基本調査

(地 下水調査 )に ある深井戸データベースには、深度 650m及 び深度 670mの掘削

時の地層の種類が記載 されている。最 も深い 670mの データベースにある地層記

載 より地質柱状図を作成 し、推定 した層 区分 との整合か ら 7.5° と浅 く補正設定

した。

データベー スにある地層記載 よ り作成 した地質柱状図 と当社 で作成 した想定

地層断面図 と対比 した ところ、概ね、地層の性状と層厚、地層の順番 (層 序)が 一

致 している。

図 8-4.7(2)(p.8-417,18)は 事業実施 区域から北北西側川谷 にかけての想

定地質断面図 (BB')で ある。この断面図は地層の傾斜方向に斜交する方向で作

成 しているところか ら、各地層の深度 は実際のよりも浅 く示 されている。
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身 走向・傾斜(「 日本油田・ガス田図4富津―大多喜(1961)」 より)

北西側の傾斜角度は、黄色Oで示した傾斜角の平均値8° を参考値とし、断面を作成した。
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*日 本油田・ガス田図4富津―大多喜(1961)お よび、地層分布図((株 )中 央開発,2015)を参考に作成。
*処分場周辺は、「君津環境整備センター三期計画に係る地質調査」を参考に作成。
*地層の走向傾斜は、処分場周辺については「君津環境整備センター三期計画に係る地質調査」結果  N72° こ,13° N(見かけの傾斜角 12° )を使用し作成。
*また、「日本油田・ガス田図4富津一大多喜」の平面地質図より、処分場の北西2km以北は、傾斜が比較的緩くなる傾向を勘案し、傾斜角度75° として作成。久留里周辺の傾斜角を平均すると8° となるが、水基本
調査 (国 土交通省国土情報課)資料に基づくさく井柱状図で推定した層区分との整合から75° と浅く補正した。
*梅ヶ瀬層の層区分は、三梨ほか(1959)に 基づく区分。ただし、()内 の区分は、本調査による再区分名。梅ヶ瀬層中部層については、U8の 分布が不明であるため、下端不明である。
*国本層については、「日本の地質3関東地方」(日 本の地質「関東地方」編集委員会編,1986)に おいては320m、「日本油田・ガス田図4富津―大多喜」の層序断面から読み取れば、養老川で約380m、 小I巨川で約
390mと なつており、地域により異なると考えられる。
*本断面は、「日本油田・ガス田図4富津―大多喜」の平面地質図を基に、図示した傾斜角を用いて断面を作成している。国本層の層厚は、396mと算定される。
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Ⅲ

(b)現地調査結果

i 地質踏査結果

地表地質踏査において観察 した結果か ら、地質学的判断に基づいて、地下の

地質層序を推定 した。

事業実施 区域に分布する地層は、上総層群の梅ヶ瀬層である。梅 ヶ瀬層は表

8-4.1(p.8410)に 示 したとお り、上部層、中部層及び下部層の 3部層に区

分 され、事業実施区域には主に上部層～中部層の砂岩・泥岩互層が分布 してい

る。

砂岩は、露頭では帯茶灰色を示 し、単層の厚 さは、数 cm～ 数 10m以 上 と変

化に富んでいる。主に中粒砂岩か らな り、稀に細粒砂岩 を挟む。全体に淘汰良

好で塊状だが、不明瞭な平行葉理や フ レーム構造のような乱堆積構造が認めら

れる場合 もある。

泥岩は、風化 した状態では灰 白色 を示すが、谷底の未風化な部分では暗灰色

を示す。単層 の厚 さは数 cm～ 数mで ある。塊状均質であるが、稀に極細粒砂を

混入す る部分がある。

事業実施 区域に分布する地層は、互層構成 (単層の厚 さ、繰 り返 しの頻度 )

に着 目して、岩相による区分を行った。その結果を表 8-4.2に、地質平面図

を図 8-4.8(p.84-20)に 示す。

表 8-4.2 事業実施区域における地質層序

記 号 地層名 分布状況

Dt 崖錐堆積物 河川沿いに分布

SsO 砂岩優勢層 0 事業実施 区域北部No l地 点か ら大福 山にかけて分 布

MsO 泥岩優勢層 0 事業実施 区域北部 に分布、火山灰 U2 含 む

Ssl 砂岩優勢層 1 事業実施 区域北部No l地 点か ら大福 山にかけて分布

Msl 泥岩優勢層 l 事業実施 区域北部 に分布

Ss2 砂岩優勢層 2 事業実施 区域北部 に分布

Ms2 泥岩優勢層 2 事業実施 区域東部～西部にかけて分布

Altl 砂岩泥岩互層 1 事業実施 区域東部～中央部にかけて分布、火 山灰 U3含む

Ms3 泥岩優勢層 3 事業実施 区域 中央部～南部にかけて分布

Alt2 砂岩泥岩 互層 2 事業実施 区域 中央部～南部にかけて分布

Ss3 砂岩優勢層 3 事業実施 区域南部に分布
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ii 地質ボー リング調査

事業実施区城内において、図 8-4.8(p.8420)に 示 した 7地点 (NO.1～

叱 7)で地質ボー リング調査を実施 し、コア観察を行った。その結果を表 8-
4.31こ 示 す 。

表 8-4.3 ボー リングコア観察結果

注)地点番 号は、図 8-418(p.8-420)中 の地点番号に対応す る。
出典 :「 君津環境整備センター三期計画に係 る地質調査報告書」 (平 成 24年 3月 中央開発株式会社 )

111 .地質構造

事業実施区域及びその周辺部の地質図 (図 8-4.6(p.8413,14))よ り、

事業実施区域の梅 ヶ瀬層には火山灰層 として U2、 U3及 び U6が 分布 している。

この うち、火山灰層 U2については、上総層群 下部鍵層集 (1990年 版)(千葉

県立中央博物館、 1991)よ り、事業実施区域 に隣接 した林道大福曲線 と女ケ倉

線 との交差点付近に露出 していることが記載 されている。また、事業実施区域

の地質平面図との位置関係 、火山灰層 U2の 上位 と下位に灰色シル トの記載が

あることか ら、火 山灰層 U2は MsO層 に挟まれている。その他、地質ボー リン

グ No.1の MsO層 内の深度 5mか ら 6mに 火 山灰層の記載があ り、この火山灰層

が U2に対比できる。 また、地表踏査により、事業実施区域の中央部に位置す

る谷沿いの Altl層 内に火 山灰層が連続 してい ることを確認 した。 この Ahl層
内の火山灰層は、 日本油田・ガス田 4富津一大多喜 (1961)の 地質図より、梅 ヶ

瀬層に挟まれる火 山灰 U3と 対比できる。

事業実施区域内において実施 した地表踏査及び地質ボー リング調査の結果

より、地層想定断面図を図 8-4.9(1)～ (6)(p.8422～ 27)イこ示す。

地 点番 号 ボー リングコア の状 況

No。 1

深度 2m付近まで SsOに 相 当す る崩れやすい砂岩が分布す る。深度 2～ 16mの 14m間 は、
MsOに 区分 した泥岩優勢層 が分布する。深度 16～ 90mの 74m間 は、途中数枚の薄い泥岩

層 を挟んで Ss日こ区分 した砂岩優勢層が分布す る。

深度 5～ 6m及 び深度 65m付近に火山灰層 U2が 認 め られ た

No.2 地表か ら深度 20mの 孔底 まで、Ms2に 区分 した泥岩優勢層である。

No.3

地表か ら深度 25mま で、Ss2に 区分 した砂岩優勢層が分布す る。深度 25～ 36mま での

Hm間 は、Ms2に 区分 した泥岩優勢層が分布す る。深度 36～ 40m(孔 底)ま では Altlの
互層が分布す る

No.4
地表か ら深度約 25mま で AltHこ 区分 され る互層が分布す る。深度 25～ 40m(孔 底)ま

での 15m間 は Ms3 1こ 区分 した泥岩優勢層が分布す る

No.5
最上部約 2m間 に崖錐堆積物が認め られ、深度 2～ 20m(孔底 )に は Altlに 区分 され る

互層が分布す る。

No.6

地表部か ら深度 15m(孔 底)ま で Altlに 区分 され る互層が分布するc互層の泥岩は風

化 であるが、砂岩層は 10m付 近まで褐色化が見 られ 、指圧 で容易に崩れ るほ ど脆質であ

る。

No.7
深度約 7mま で Altlに 区分 した互層が分布す る。深度 7～ 18mの 1lm間 は Ms3に 区分

され る泥岩優勢層である。深度 18～ 35血 (孔底)ま では Alt2に 区分 した互層が分布す る。
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